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雑草の発育生理学的研究 (第 3報)

アメリカセンダングサの光周的花成反応における

花成刺激の移動と長日刺激の影響について
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.逆にそれを促進する域介 もみ らjLた■1

fin刺激の州 Irl

Ⅰ は じめ に ないのみか 

/I榊: そこでこのような虹: 物であ る rrメリカセ ンダングサキク科 一年･ 対係 をIII]ち

(FzpS/o''(osoL州AJ:叫 は,わが凶で/.回的(lSdH r L l . t =よ

く'/l 化維 ･:I こr物は肘 即fな璃 円j布する九‡ ■･である.イJll J

帥物であって,その町外 n',.ni, 人阪地域で 8J' lの-J

･ll,下1リに花 井')}化 を始め 9月下11には一汗に悦花)

する.このような光J.;J' LJL･1･r巾化成 I:lを測べた紡紫,そ

かにするZi二, I･ 乏芥a打,である姫と,反( lk刺激の･ L:

応認諾†･:である3T･(m nJ･または臓井)について.州JT.

の札l'lと敦を J/..r'' -l-にする災験帥物 を刑悲 し.純 々の糾

み f㌻ Tif l kJ 3-Jわせの t..ir刺激に対する花成I 心を,べた, 

Ⅰ
 実検材料と方法の花成は 3-4(叶以 卜 ･.の iJll Ll二よって.,ii輯 された.

i験に川いた仙物はI ''l

人により抑;,J JZ -u^に仲 センダングサの ''il 肝薪より探什 し,煉し J-

逆にこのような誘掛 よ2-311以 l=の地祇 kHの1r･･ ': 揃年度.本,;･J.'Jjdのアメリカ

IIされた. しか し. iH処理矧I J .･ 絃保/:した. r

人された 1-2rlの :I .日l j･11Eは.i,, 刺撒効 Ilを抑制し j･ilr .を碓 汁させf=ものか. ま/= I)..はJ辺肝浴より､J年Il
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illlk比の均一な幼柵物 をW り収 ってポ ･ノトに移 r.

Thes mwsc eteu ewllhap rOfSd dtnermosno

･ 

hJ btusaovtu
a
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t leaves-

33-を托 したもの) と乍 く,変わらなかった.これに対Jl･.し

して.触 EI ;を除1;･プJ法について A'たものである.成上..fJL-は及び Ellj {処 PP. した り,上部農を除L･した場合

は tJJL '' f･ iについて,地目は ｢8 は,明 らかに花月分化速度は低下 したが,始終(fJにf報-にup述 した.特 に日J:

馴 u明期 +1lLl.un6L はかな りlて.)い花 井･J-' I化平 をホ した.I /lu)u.u] LJlg｣ とし,出 自はイ rl i球熱 ''t

J｣ とした. また.花成反 次に同 じようにli日下でfl'て 5節娘閲柴 をもつfFI･ J lの棚光による ｢ 

応は .各個体の主軸頂芽

42矧 'J gH明 I 

iの花井分化を調 0679物体の上部 3対 姫を残 して他 を除虫 し. 1 年 1月 

より8El間短 日処刑!.をした.処世終 †軒後それら

または臓B

12El1たして.花月二JJ化牢 を求めるか. または什慾に.設定'L

のfyE柴を全部除L･ 立上部対工:煎のみを残 しかつ.I .ム l.した太'JJ化L '0)からr朋 Ij終 J( (6)までの花成段

il対J l1; k繋のみを蝿 LかつT'月を除1ll分を除L 

定 した.さらに,特別な似合については花数 rliii状化 よ,および対!1iの 4区の仰体群について,その後のI...

･'. LT･i下 .tagiernlow gs e)f附1't:Ll( を用 いて花成 進行状態 を測

lg花成反),t 1X･Lを朋べたも, を F lにホ した.を..l･価 した .汁:敬)をもって花成反に･

lkJE処刑H..l F irJLF後k.l ;すると,iE柴を除 1･ J;験紙 X･と 

Ⅲ
 実 験 結 果 (ul･･ こしない対..‖こく.除1 IbxI ･Jに比べて花 ガ'l化速度は

ややtL下 したがL1終的にはJ.l分化半に化 した. しt f- lJ:1.短 日処理葉 

(頂芽)の除去 と花成反応

(短 日葉) または短 日刺激反応芽 

l鑑は除柴La二で明 らかに低下 した.Jか し,花 3iL己退JLfti

.r ' Eまた,匁)t-l処理綾その ll!iiを隙ムすることによりfJTL:T九ず i･lえから 4iJ. BJJ引u

5

jJi

年 5J】8EJから 4凶のil

:-I(4対 史) までlil]下_

止 した臓 h' ･JJJ化沌J 汀-･/:柴からのの花月. 変は.上部TJ1LI.79でIlてた紳物に,1- か ､k..)

臓 井の-Jが下部石J)' Tのそれよりも人であった.DsSllt]刺 激 ( )また は 7Ld]の よ り強 い知 日利 敵 

そこで.上 l､:Tまたはその 2T]下の下丁'.ン茄J 汀' ､!抗に 1対Ds
S
7( )を与 えた.処州綾,その まま. 'T!r井を除よ.

短 日葬 を全部 除L-.お よびJll卜位節 1対の垣 =ll紫 0679

′E
H


の柴をもった植物体について,1 年 1

8E'J J.処理 を行い.その l"のh.1 し

月 15日より 

!

淵i農 を除 上 した 4'左腕 l 

111

を碓 しその 卜 k.に 'LJJけて長 後終日TJより上 .Lでf)を

I井J始後 101日Jか ら501日｣日 卜におい f=.短 Jl処 除1;･するか,またはその ままに してl{日下においた.

までの州にTi-芽 または臓 昇か らの花井分化11を l' --! 2g.これ らのfL' ll米 を Flh物 の花成反応 を測k したf._

5
1
P二4-1個体 について朋べた結米を Ta

した .

leb lに示 に小 した.

I節./;をもつ場 lTの-JJ●が .下Tlこのil.火,上II)節にA.I･ 1~ :

J轟さ F敬)が付す と花井本1女か ら,触目刺故の''. (l の場ITよりも明 らかに花成J丈J心が人でかつ速やかで

DsSDsS1/JI化適性が人となるが, ･ と 7 のいずれの はJlは･ ,の花成r と臓月･TJT石あった. また.上付:は.の暢f 

城Jlも.処刑II後 ll することにより,その )丈応の7T::はわずかであったが,下r rr_ !iiを松上･ f111-汀 

)の骸 lのそれよりii.

J柴の処 P!lの場_

/:F-J絃'絶遠 した臓hの花成速蚊は, ･.(脂 Tl 合にl†井の花成 L心の )がI t' それぞれのJfll. (f 1 kJ ~ 二汀 
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.短日葉数とその下位節長日葉の有無が花成に は を除

及ぼす影響 よ した 5炎験区を.設けた.その後それらをkETTに

lCgaegL()
lta
ltn n 01b rt

telltaeslmmedl ya re一 tanayhorlhg)veece de Ls Ld s Allp swe

2.､'''t 村瀬 

除 L.-b ･;,･:,E-_

;はfi日においた)後,そのまま,kF]盛を

l癖除i 井除1 

もuJJらかに人であった. 

l'!知Et繋のみ稚 してそのT 

およびも之 NJ滋 日柴を推 してその上の *下付二'2

5Tn 4g.lg
kJ
妓J までI I おいて,花成反Iiを朋べた紙米を FliE条什下で命でた榊物体につい ..

P･.

J(

:,

に} した. 

柴の触 R処F級

葉をlM ;･した城

/抑;.'l主l･xLより明らかなように. J上1

繁を除よ･した域合 (②)とk9

F'ノ 二tiTTJl1-.
li
てそのi上111 からp j . 1. 2または 3)

稚 して他を除盛fした胴体群を用な し,1 1

T.菜を

年10月2 媒 El Erj.

i3才の花芽分化速俊は対H 
ど変わらなかったが (③)の職分の花井.先適がやや 

67

U.日"''J日から81 の如 EJ処f を行った,ただ し,3対盛 (...号(①)と殆Tf汁 (③)は,
1.の上似 

それをlTむ上部羊を 

)._

一:I暮=

対または 2対のみを無 日処理する場介は,

紙で/止んで鮎 El iL

Tl'

tれた.これに対 して,無 

夏井を除J 

度は1川1.((参)よりわずか低 くなるにj組ぎないが.

El)..

･;

繋のみ柁 し.かつその 

した域合 (④)には,その臓井の花瓜 LC

処81をし.他

の下付:節射 よ蛇日下においた.知 E7処理後蛇日下に

おいて花成反応 を調べたL
 

この結火,短 [I柴の多少にかかわらず,また下位打J'


11.

-,

3i'!

1･ 

某を Fig 3に小 した.

F柴をもつ榊物体のJ･卜 

.縫 t]柴を純 し,かつそのJ部 を除Lした域rT(⑤)

には,その肺井の花舷が全 くみられなかった.の花成反J心はいずれの

I(-=

-.(:

･),

に長日繋が/81しても, ll 

域介もIじように)行 した.

そこで次にIulじように 3 lLi.

)'lf

l'!

本榊物は 7E n処f 

れること.およびt 日灘の 下L 

もそのT井の花J7Eを肪げないことがわかった.そこ

y.により充分に花成が.湧1.gさ

ll:.節に蚊 El柴があって



第 211I (, 8198)近地人草 IB 紅炎T学部,

k-SD ar-

O
J

1

S
一Cl]

′̂0J 

L
l 
]

-

u
L 

00 

80 

11
JI
C]S.y
u
!
Ja
芦
0

l 

60≠
S一

L 

3 

2 
d 

JI

L
C
一 

Jo
･)
c 
T

u

と 

40 
こ 

20Jよ 

JIO 

ltJaLLnOO Tb

400 302010 6050 O 3O2010 6050 

daIlr

Ll

SllrLraca o

l sp nt 0 dCk I SOrS11rト 

′Ll､a)r tr()さhr

2.

3 JH千.次に 対葉をもつ帥物体を 

F . nig

Lr
.

Err ollu …
il̀
lr

L,
6

･t
rI PL､r aa

I" lk i) u
9】 

(､ 
C

1 75.

(E

dぐn

rl

l-

､e
an

･fl､L!

LhJLLe Ln
llo

a
b

･L
lnrm

ar
lbLLd)
c

lt
h
･ 

lL,
h

Ln
Lr

la
i.
･ 

Lr

tr


ZL. Lrl
a(､ri tso

hりlLda＼ss

h(1日I)l)erO o･rl"orL

)r

Io

r州l＼lll(O

n

la
Lo

ta,
ぐ(Lr

r
L
td ･SへIIp
n lonOc

･t.l)Lt
､I

la
(tr

mLLd
･L

LSn
･bLrLr･llnd a hぐ Slt･O
こL
d.FI .ICndl SOn

llト

■-

I_･たI: ｣･/. し, :㌔L ン..

(綾2月では.それぞれの rJ､(班

'T,は.iL/=佃休作

i'J

阜j;
I)-..

･TTJ:

･.

l･ 

I:

てそのJの l紫のみ稚 して他を乍TP 

を川. した.次に H,jBのようにそれぞれの茄を遮光 

勅 日処理 を した 

75i-5jJ2OHよりr始 Lr 

下LT'l カに対 して圭Tl:

を除いた綾)恥次 2日 tで /dんで f lf(如H柴).処 P.は.211および 3日の地目処理 I:

LJ'･ 

!)

)9

JL!

Tii･L. 了 1才)のノ.

･-_ .II..

l･紙で包んで) L974 

として J

I)を (それらの葉を(TtT葺け!部を. の柴にそれぞ 

･1/Ir7)119Ilより,,1711才iっ/I.また,川 ! なつ[パリ,k L川り lu灘をtO日日 lt'j･えた.その絞/ 

化半を lLiil0-15個IlI:,

J.

l>

のそれぞれの処即姫をもつ佃作群に 7日の 匁 処 

をした.その後/ ての帥物 を1<ll卜において.花
化;;を･UJ i川上を T

ー!で上之Itト

7T

1･ 

'Ll

l!_

')ナ･二 

..

P

月
本IL験 より. JtJj

JI二おいて業llfの花井' 

l(l･鮒 H を Tab･3にノバした.体について測'jLLl=

･.abLe∠に′JこしL 本炎より. LollJ"''Jの J''かいi )rl1.日l刺叔 (10S',iliiLl= S)のみを 

､ll二JL

(t..

･TTJ':J'.

で I

(TSDsIをうけた川 ! はいずれ も花成がみ られた

が. liなっ/I3つのI の葉群によりそれぞれ小允け

1女;lylJ･の柴が允分なi.目刺. 'f'j･えT=25Li (甘)および 1牡｢(-(㊨)(二おいてす

ン二. I･･Ht筋の 'のノ)･みやかに花成が..虎起 された. ま[=1*_

え,他ノJlを11j･XlHこLOSnsを J :日にすると ((む),如 

川 )離(2- )を折紙 して .り711の触 tS S

'!.

)r'j.

EFI

徴をJjえでも.そのn ･ノ 
終

)

jえ他 ノJをkllにお

'liA'Ll51二よる化成促進効火はやや抑制 されたが, Jな如 し 川 lJ

的には/たでの佃体が花射 FZ･:h'の花成はJlゝくみ られなかっ 戊をLlJ しか し,

I)lJ4i救 (5STJJiilの柴に ;いf..11 S)を '


いた場lT ((参)は, IJ削メの l日日二郎 Il刺激 (5SDs)


i.

[･T､'lt-Lh'

3.異なった場所の葉に同時に与えた異なった短, の場(† (⑧)に比べて花j 

物にノ)いて. l J 姑を :S S処理すると 

''jlヒ速I1-がより人であっ

長日刺激の花成に及ぼす影響について 

k l TTJ'け一で JIi袋までITてたt 

)r

l)r,

となった (しか し.1妨のみの 10S

(① ),化成)丈J心は さらに人

llて.J':rl対柴を柁 して他を(;袋したもの.および対 j とし S処理効JH ⑥) 

l 
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1川Jは姉とみられないが,推列* 

iい化 3分化平

の抑制があった. また.この卯.11はトル(mにある場j･

イゝ  

j･ tr

(J

k寸

(･ 

k̀娘では Lf

え LjH日数は 5lll

地相 lL Sゝ l)Sを 'え7=

が人きく.また l の柴に父 I 
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にfJll
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に 5日l 

と)主Hを交 ll-に.汁1 HJJ0Hf l.川虫引11二に比べはるかに･)

T=助 lT ((ラ)は,

ltよりも人であった. 
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の矧 ~Iとl{JlをI 

花成がみられ/ 

次にlfとI .

も花成 JyJ,

4.2分枝植物において短,長 日葉からの刺激物
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賞が相互の分枝の花成に及ぼす影響

二をJFJするとその 日､ 
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た 卜111Vlのり柴の'
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l付'JJ･･l

の場介の花成I応はQR
次にl様な 2 1校F 

HJ.を作 り. 7円Ii:組 (ナわせた`験 L* fllの触 El処j をした 

そ

]

紫ク日立のプJが人であった.

=__

).)_

l.

こした 

!終 J'綾35l さ.

物について,外分根上に3対 
Xまたは 2相史をつけた 2グループを用ま した.吹

にそれぞれについて外'JJ枝の葉対数を変えた後, -

Zl(処糊 , 日中,新たにむqr 引iHする感は除 

LTの後/個体をk口下におき,知日処P

に終分化 [1に形成 された1. i･;

Tba

9l-i状花l )数を

9仰体について求め.その純米を 

･;均花 3i･･( 

479

i鼻,

E)･j.ノJ-丹比8 の枝 を10111 処邦をし (

に示した . 日下においた (銘 日枝).1人娘 は1 年の 6月と 9 

l米を 

ilj_日枝)他ソJの枝 をLiLぐL4

本]<より次のことがuJJちかである. 日 .分枝 I. )]の 2lnH二 5に′バしleT ba'JJけて子rい,その

の花数は,恕l｣刺激をうけた柴数が多いと多くなっ た1

JI]'一L)の' IU-jの'H女の如 HKJ J/I. 2).k).目処即小史をつけている 枝か

ら盤をつけていない他の枝へ花成刺激の移勅がある

3L

(･本J より, 

は他の分枝にL 

してやや快い化成)l心を起こさせることは明らかで

ある.しか し,いずれの域合も上<E]柴がある枝では,

IJ1

i･.

.による花咲刺激

臼袋がない域(†には.その椎に移動

-

Jnf!-

が.その化での化成)丈応は半減 した. しか し.処珊

期間中l 井を除上 しておいた枝の花数は,J じ典故

0lfげ を抜上 しない他の/JH女の約6 JLEllJ,.
)-他ノのk 枝に花成があってもllナく花月う化がみ ら

れなかっ[=.さらに.k日枝が他ソ)'の和 郎 女の花成J:.3iif!1

をもち, %に減 じ,

また柴とT を除Jさした枝の花数は,他ノの柴と伯

井をもっていた分枝の花数の約30%に減 じた.3). Jを1t
r]処flllをする られなかった.

iLJIJT- させる効肘 二ついては本′左験の範UHではi.め

J.･:f!柴をつけている枝のl1㌢を除1 してt 

と,他の鍵盤分枝への花成刺激の播勅がおこり,こ kJそこで,このようなJ係 をさらにL汀こしく1凋ペるT= 
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して 2分枝 を1度,#し.界/JI枝に 1対の柴のみ をもつ .lr-くより明 らかにされてきたことである日. また.

佃体 を用 .LlT.した.吹 (:一･JJの 'JI枝の Tl!731':･を除上 した このような花成ホルモ ンの持物速度についても,例

l.が ′;)験0もの としない ものについて,それらの枝 を..II-: d えばアサ ガオで -J体的に2_･紙で' 3. hr/cm
0
5- の 11r
んで 8EH-Jl''の知日処PJl .を し (知 EHi),他 )J-の 'JI枝 lJ) ll促(にi1 され,そのiLllはこの柵物の l: HJ化物 ''の虹流j(

は蛙 日下におき (kEl枝)その枝に姫(LiE]柴) を 速l如 二等 しいといわれる､I.■l

推 した もの と除1こした ものに'jけた.t)1 Ijは しか し.榊物における光).;1的花成J Ll!JL ･..｣処 jJ_ - 丈応遡ヰ は一様

t0日 IIJl二1区IfJ6791 年 6月 15日よりrA旅 し.その後 1 <sなものでな く,柵物 tT･･や系統 (LrlIn)により多tfに

･:B!8-9佃体について, k日枝 (lf )の花成'JI化畔 修飾 され変災に'･I' - このことは多様な変.:.んでいる7.

と花井発達仲 を測'止 した. この糾 n･ g 6に′ 化する環J' 栄避L LhliJほ Fl バ Z卜で.それぞれに･ .. くを3 H主と/Il
した. 淵fgして叶_fしているLlll物のj凱Lの311米として,むJ .l二 . r : .

本lk験 より. Jtl 11'iとト様に.A.川
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根の花成刺激は他 しろ､I雛であろう.i
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･i封)..l l!1がないソ がある Iヨ感･らの花成刺激効与には.1'E枝のr'3･ J ソ,オナモ ミなどと比較 して,官Jl 作や,l三日

..

J｣ 

ものよりも倍以上人であった. 抑制効 ')などにつ きそれぞれ次のような::帆,m lさ l_ 勺

な拙速,,L....が特徴すけられる. 

Ⅳ 考 察 1)7メリカセ ンダングサの花成刺激物門の/rj:石
榊物の･.iL

部が繁であ り,典でJlJ戊した花成刺激物許 

rll花成現象において,尤) 布 と移勅について) 詞刺激の受'

(化成ホ 本Nl物は. Hdのf.li日で花成 を起 こす敏感なアサ
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ll杉野 ･芦田 :アメリカセンダングサの花成刺激の移動と長日抑制 
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12	 ='''l･f:･1 Z-近畿人 j̀:-t胤 ･:i''7 :

.i;lするといわれる ( TML , ]5)◆,J CIIT m. 96-. しか し.

アメリカセ ンダングサのJJl托佃体ではk HFilによる 

kj=帖の化成抑制はみ られない ( lL. Tibp5)し, また
 

Ll､ : -.ll力fを. kiH処理後除虫 ン
川n.あるb ' さして. トト■

節): -u: JJ化 を殆 どiH於を柁 しておいでも.Jr の化成/l

抑制 しない tl■ )IF I.
 

J:AJ. JJ. .J
_･のことから.本納物では, シソの i,介とl･じ

ように J 仰J lt ･物で' iil 敵によるi-純的な花成抑砧り iの/.

伴を11L定する必r掛 よなさそ うである. したが って.

同じ紫について如. .rに挿入きれた長日刺激の日処刑ILl

化成 l相.･ -;' く J . I.こよるll幼肘 よ.そのlJlのイ允'lなh目処PJ(

化成ホルモ ンの/I碓 システムの)Z成 または /̀L-Iiii F i,化を

肋げることによると.･51えで もよいであ7>う.ただ し.

方Jl処理1川lIL iI- 2Hのlji g '人	 三日によるJ に押入され/ 

花成促進劫火･は.iH柴からのlI化/'GE -部が軸L ■L t_'物の 一

目盛の花成物TiにIf ..h: ･,.めることr . i 'の横能 を.:'するkEl I

に.利川 されているためかも知れない. 

V ま と め

アメリカ七 ンyンJt' ･Al帥物においても 3
/叶は, (i

- 11日の鮎 *政によって花3:分化する敏感な耶(IIIJJ i･ lJJ 

fIHlII. l.'!J fi物である.そこで,北川刺鰍漢L･1lと花成刺

救Jl解 i. J･_ rV:uイ k験帥物 を什 ､. T 'なっL札L.J	 ンの I! .l 系をもつJ

て.知日および上長l 放に対する花成反JLT･川日 .プロセス

の料作 を,胡べた iなも - )である.こ u1は次の辿 r


H 知L4l故 を ' . 知日ガ.)を除 L･
Ji - 55( :J jえた ･ して井

の花成 IJi･ 朋べたもflなどから.本納物は柴で安k,:を. lLと

J上'した花成刺敵物門 (花成ホルモ ン)が形成 される
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に.｣つの柴で ′･JL.'される花成ホルモ ンで允'JIであl-;l･:
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制 さiL 1 kで It: 一対の如 rlる. しか し. つのj- .lll揃に
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瀬があるとその 卜化㌻.Tにあるk u葉は.その散が増pJ

しでもTfj:の化成kJLをU' 一 .Li･ .二 Jげない. また, 枚の東J 

Hfl: 二にLtIyl紫†ンにある場 (は､､柑 1tと11日史が札lII ' j ､: T i

肘､', . 比べて)1･ . I軋tす/にある域 で1= --!なった花成kJトを..)Q

る.

以 卜のことから.本Llll.物における上i:H刺.実生または 

)去Ff･H二よる花成抑 illは,f'捕ir'な卯 ;JIH 'の JZlri ,J l lリ lyIE F戊

によるのではな く, シソの場 lT J1のように.t.日茄か

らの花成物門の 井への･liqiiを.k 力.からの I･化物.:,亡 ll'さ .J

'tのfrr 転流に (イ.IJJにl;Ill.i;I.する緋 !11･としでおこるより娘' 
とぢえられる.
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